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研究目的

本研究は、トップアスリートに対して実施したトレーニング指導において、トレーニング介入の前後の体力評
価で取得したデータを比較し、行ったトレーニングとの関連を調べることを目的とします。また、これまでさま
ざまな競技のアスリートのデータが蓄積されており、これらのデータを用いて競技毎の体力的特徴についても
明らかにします。

研究対象者 JISS個別サポートの対象に準じる（JOC強化指定選手およびJOC加盟競技団体の強化対象選手、
JPC強化指定選手、その他JISSが認めた代表クラスの選手）

研究概要

トップアスリートは、これまで長年のトレーニングにより競技パフォーマンスを高めており、一般的なアスリート
で効果があると検証された研究を基にトレーニングをしても効果がない例が多く報告されています。 一方で
トップアスリートに対して、実験的に群分けをし、統一したトレーニングと何もしない群もしくは効果の低いト
レーニングを処方することは困難です。そこで実際にこれまで個別の選手に対して行ったトレーニングと、そ
のトレーニング前後に取得した体力データを集約して科学的知見を導くことで、トップアスリートに対して効
果的な（または効果的でない）トレーニングを明らかにすることができると考えられます。また、年間を通し
てトレーニング指導を受けたアスリートのデータからは、シーズン毎（シーズンオフ前後、試合期前後）の体
力変化を明らかにすることもできます。このような知見はトップアスリートだけでなく、あらゆるアスリートの競
技力向上に欠かせないものです。
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